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～求められる人材像とその評価～～求められる人材像とその評価～

開  催 ： 2012年10月11日 （木） 10：00~17：35　開  催 ： 2012年10月11日 （木） 10：00~17：35　

会  場 ： 学術総合センター 国立情報学研究所 会  場 ： 学術総合センター 国立情報学研究所 
　　                                 12F 1208/1210会議室　　                                 12F 1208/1210会議室

　オープニング　10:00-10:05

　　旭 寛治（情報処理学会ITプロフェッショナル委員会委員長/日立製作所 )

　セッション１　10:05-11:05

　　スマート社会を切り拓くIT融合人材の人材像、育成、評価

　　有賀 貞一（産業構造審議会・人材育成WG座長 / AITコンサルティング代表取締役）

　セッション２　11:15-11:45

　　高度IT資格制度に関する世界の動向

　　芝田 晃 （三菱電機 インフォメーションシステム事業推進本部 主管技師長）

　お昼休み　11:45-13:00

　セッション３　13:00-14:00

　　キャリア・プランを描く高度ICT人材資格制度－（株）NTTデータの取り組み事例

　　重木 昭信（JBIS HD代表取締役社長 / 日本電子計算 表取締役社長）

　セッション４　14:10-15:10

　　情報処理学会の高度IT資格制度・ビジョン編

　　旭 寛治（情報処理学会ITプロフェッショナル委員会委員長 / 日立製作所）

　　情報処理学会の高度IT資格制度・制度設計編

　　掛下 哲郎（情報処理学会 高度IT人材育成フォーラム代表 / 佐賀大学 ）

　セッション５　15:20-16:20

　　電子政府と高度IT資格制度

　　高橋 邦明（総務省顧問 / 一般社団法人ガバナンスアーキテクト機構 専務理事）

　セッション6　16:30-17:30

　　パネル討論

　クロージング　17:30-17:35

　　旭 寛治（情報処理学会ITプロフェッショナル委員会委員長/日立製作所）

プログラム
IT（情報技術）は社会的なインフラとして、またビジネ
スモデルを革新するツールとして重要性を高めてい
る。最近は、受託開発型ビジネスの限界が指摘され、IT
ベンダーもビジネスモデルの革新を求められている。
これらを支える高度な人材を育成するためには、人材
像を明確にするとともに、高い能力を持った人材を適
切に評価・処遇する必要がある。産業構造審議会情報
経済分科会 人材育成WGは次世代高度IT人材像や情
報セキュリティ人材に求められる能力を整理した。
NTTデータはITスキル標準に準拠した社内資格制度を
運営している。情報処理学会は、高度な情報系人材の
能力を評価するための「物差し」として、ITスキル標準
や国際的な通用性も考慮した高度IT資格制度「情報処
理学会モデル」を提案した。また、政府のIT部門にお
いても調達改革や情報系専門職人材の登用が進みつ
つある。本セミナーでは、今後必要とされる人材像や
その評価に関する最近の取り組みを紹介し、個々のIT
技術者やITベンダー、情報システムユーザーに求めら
れる取り組みについて議論を深める。

コーディネータ： 掛下 哲郎
情報処理学会 高度IT人材育成フォーラム代表 

概　要

学術総合センター 国立情報学研究所
12F1208/1210 会議室 

情報処理学会 短期集中セミナー会場

参加申込 ・ 参加費 ・ お問い合せ
セミナーのお申込 / 詳細は、以下のWebサイトからお願いいたします。
 http://www.ipsj.or.jp/event/s-seminar/2012/highly-it/index.html
 
参加費（税込）
 会員：10，000円　非会員：15，000円　学生：3，000円
  正会員の参加費適用は、情報処理（個人・賛助会員）、電子情報、電気、照明、映像情報の各学会個人会員

  ならびに、本セミナー協賛、後援団体の会員（個人・法人）の方。学生の方は、会員・非会員を問わず同額。

お問い合わせ
 一般社団法人情報処理学会 事業部門　Tel. 03-3518-8373　e-mail ： jigyo@ipsj.or.jp

情報処理学会情報処理学会

 短期集中 短期集中

セミナーセミナー

協賛 ： 情報サービス産業協会、 日本情報システム・ユーザ協会、 電子情報技術産業協会、 電子情報通信学会、 日本技術士会 情報工学部会

後援 ： 情報処理推進機構



掛下　哲郎
情報処理学会

高度IT人材育成フォーラム 代表

佐賀大学 工学系研究科 准教授

コーディネータ 
【略歴】

九州大学情報工学科卒業。同博士後期課程修了。工学博士。現在、佐賀大学知能情報システム学科准教授。2001年度

より学科の教育システムの構築を推進し、2003年度にJABEE認定を受けた。2008年度より高度IT資格制度およびIT専

門職大学院等を対象とする認証評価機関の構築に取り組んでいる。データベースおよびソフトウェア工学を専門とする。

情報処理学会、電子情報通信学会等会員。

セッション１　10:05-11:05
スマート社会を切り拓くIT融合人材の人材像、育成、評価

有賀　貞一
産業構造審議会・人材育成WG座長

AITコンサルティング代表取締役

【講演概要】
産構審で「スマート社会を切り拓くIT融合を生み出す人材の不足」が､課題とされ、「従来からの『高
度IT人材』自体の位置付けを見直すこと」が要請された。同時に「我が国の情報系人材を含む理
系人材の減少や実践的教育の不足により、質の高い若手人材の輩出環境が悪化している」ことも
指摘された。情報セキュリティ上の脅威が高度化・多様化し、対応できる人材は極めて不足して
いる。必要な人材、求められる知識や技能の体系、資格制度・処遇・キャリアパスの明確化、等の
再検討が要請された。さらにグローバル時代を踏まえて、IT人材の国際化をどのように目指すか
の検討も要請された。人材育成WGでは、諸指摘を踏まえ、次の視点から検討を進めた。
① 「次世代の高度IT人材」＝高度IT利活用サイドの人材について、人材像の具現化、能力・スキル
　の設定、育成方針、新たな評価軸の創出。
② 情報セキュリティ人材への新たなスキル要請、類型化、育成指針の再検討。必要に応じて現行
　技術者試験制度の見直し。
③ 国境をまたぐ情報サービスの提供が可能な時代おいて、IT産業に必要とされるグローバル人
　材のあり方、各世代における人材育成のあり方への指針作成。
今講演においては、このような情勢を踏まえて、人材育成WGの検討経過、導出された結論を説
明する。

セッション２　11:15-11:45
高度 IT資格制度に関する世界の動向

芝田　晃
三菱電機株式会社 

インフォメーションシステム事業推進本部 技術企画部 

主管技師長
【講演概要】
情報処理学会は、高度IT資格制度を設計するに当たり、国際的にも通用する資格制度にすること
も目指している。このために、情報処理国際連合であるIFIP（International Federation for 
Information Processing）の下に組織化されたIP3（International Professional Practice Partnership）
に参加した。IP3は、IT資格認証を国際的に普及させると共に、IP3が定めた基準に基づいて各国
のIT資格認証機関を認定することにより、IT資格の国際同等性を確保しようとしている。情報処
理学会は、このようなIP3の活動において日本の地位を確保するために、ボードメンバにもなって
いる。本講演では、IP3の活動の概要や認定基準、日本の事情の反映、ならびに、IP3の認定を受け
たオーストラリアやカナダの状況について紹介する。

重木　昭信
JBIS HD代表取締役社長 兼 

日本電子計算株式会社

代表取締役社長

セッション３　13:00-14:00
キャリア・プランを描く高度 ICT人材資格制度
－（株）NTTデータの取り組み事例

【講演概要】
株式会社NTTデータは、電電公社時代を含めると45年以上にわたりシステム構築・サービス提
供事業を行ってきた。その間にICT技術は大きく進展し、技術が変化するだけでなく、その適用領
域も飛躍的に拡大してきた。システムの構築やサービスの提供は、人が中心となって行うものな
ので、事業を遂行する上でもっとも重要な課題は人材の育成である。人材育成の内容は、当然に
事業の内容や社会のニーズによって変化していくが、団塊の世代から若い世代へのノウハウ引継
ぎに対応するためにも、社内での専門的な資格制度を2003年から試行し、2006年から全面的に
導入した。制度導入により、本人のキャリア・プランが以前よりも描きやすくなり、会社の事業目
的に沿った人材育成が可能となった。その社内資格制度について具体的な事例を報告する。

セッション４　14:10-15:10
情報処理学会の高度 IT資格制度・ビジョン編

旭　寛治
情報処理学会ITプロフェッショナル委員会委員長

株式会社日立製作所 

情報・通信システム社 経営戦略室
【講演概要】
情報システムは現代社会の基本的なインフラとなっており、それを支えるIT人材の責務は大きい。
わが国にはおよそ100万人のIT人材がいるが、ITを活用した社会の高度化を妨げる様々な課題に
包括的に取り組むためには、プロの専門家集団としての情報系プロフェッショナルコミュニティを
形成する必要がある。コミュニティの構成員が自律的に質の向上を図ることによってITに対する
社会の期待に応え、コミュニティとしても、高品質な情報サービスの提供、情報サービス産業の国
際的競争力の向上、IT人材の社会的地位の向上等に取り組むことができる。情報処理学会では、
高度なIT人材の能力を証明するとともに、プロフェッショナルコミュニティをリードする高度IT人
材の可視化にも役立つ資格制度の構築を目指している。本資格制度は，情報処理学会だけでなく、
企業、政府、大学、既存のプロフェッショナルコミュニティ等が連携した大規模なエコシステムの
中核をなすものである。本講演では、国内外の動向を踏まえた高度IT資格制度の意義と、我々の
ビジョンについて述べる。

セッション４　14:10-15:10
情報処理学会の高度 IT資格制度・制度設計編

【講演概要】
高度IT資格制度の対象となるITスキル標準レベル4相当以上の能力・実績を持つ 情報系高度人
材は約27万人と推計されている。このような規模の資格認証を実施するためには、個別のIT人
材を直接評価する方式と、大手ITベンダー等が実施している社内資格制度を組み合わせた方式
を採用するのが合理的である。本講演では、これらを考慮した情報処理学会の制度設計案につい
て解説する。前者の方式（直接方式）は情報処理技術者試験（高度試験）合格の他に、実務での
総合的な能力発揮や責務遂行の実績、およびプロフェッショナル貢献の実績を踏まえて能力を評
価する。また、後者の方式（間接方式）では、社内資格制度等を対象とし、情報処理学会による認
定審査を行う。大手企業等が本モデルに従って認定を取得することにより、高度IT資格の認証業
務の一部を実施することができ、個別の資格制度の相互同等性および国際的通用性を第三者認
定によって保証できる。

セッション５　15:20-16:20
電子政府と高度 IT資格制度

高橋　邦明
総務省 技術顧問 

一般社団法人ガバナンスアーキテクト機構 専務理事 

GAPS 代表

掛下　哲郎
情報処理学会

高度IT人材育成フォーラム 代表

佐賀大学 工学系研究科 准教授

【講演概要】
中央、地方を問わず、政府の情報システム調達において、多くの試みがなされてきましたが、導入
に失敗している事例は多く存在しています。原因の一つとして、業務と情報システムのそれぞれ
の橋渡しが上手くできていないことがあげられます。業務面では、様々な業務の改革や新しい国
民ニーズへの対応があり、制度の改正も短期間で行われており、様々な手続き業務が一定ではな
くなってきています。さらに、情報システムのアーキテクチャや標準の変化、新しい形態のサービ
スの登場など、情報システムを構成する要素も変わってきています。これらについて、厳しい財政
事情の中で、情報システムを導入し、さらに運用してサービスを提供するには、従来とは知見を
持った人材が必要です。このような発注者側の視点に立った際の、高度IT人材に対する期待につ
いてお話をさせていただきたいと思います。


